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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内ユニットと、室外ユニットとを有する外気空調システムであって、前記室内ユニッ
トは、第１室内熱交換器と、第２室内熱交換器とを有し、前記室外ユニットは、コンプレ
ッサと、吸気バイパス回路と、第１液体アキュムレータと、第２液体アキュムレータとを
有し、
　前記吸気バイパス回路は、第１電磁弁と、第２電磁弁と、第３電磁弁とを有し、前記第
１電磁弁の第１端は、前記第１室内熱交換器の第１端に接続され、前記第１電磁弁の第２
端は、前記第１液体アキュムレータを介して前記コンプレッサの第１吸気端に接続され且
つ前記第３電磁弁の第１端に接続され、前記第３電磁弁の第２端は、前記第２液体アキュ
ムレータを介して前記コンプレッサの第２吸気端に接続され且つ前記第２電磁弁の第１端
に接続され、前記第２電磁弁の第２端は、前記第２室内熱交換器の第１端に接続され、
　前記第１室内熱交換器または前記第２室内熱交換器がオフになるとき、前記第１液体ア
キュムレータおよび前記第２液体アキュムレータが同時に、前記第１室内熱交換器および
前記第２室内熱交換器のうちの開放された１つと連通するように、前記第３電磁弁が開か
れる、外気空調システム。
【請求項２】
　前記室外ユニットはさらに、室外熱交換器と、第１四方弁と、第２四方弁とを有し、前
記第１室内熱交換器の前記第１端は、前記第１四方弁の第１ポートＥに接続され、前記第
１四方弁の第２ポートＳは、前記第１電磁弁の前記第１端に接続され、前記第１室内熱交
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換器の第２端は、前記室外熱交換器の第１端に接続され、前記室外熱交換器の第２端は、
前記第１四方弁の第３ポートＣおよび前記第２四方弁の第３ポートＣに接続され、前記第
１四方弁の第４ポートＤは、前記コンプレッサの排気端に接続され、前記第２室内熱交換
器の前記第１端は、前記第２四方弁の第１ポートＥに接続され、前記第２四方弁の第２ポ
ートＳは、前記第２電磁弁の前記第２端に接続され、前記第２室内熱交換器の第２端は、
前記室外熱交換器の前記第１端に接続され、前記第２四方弁の第４ポートＤは、前記コン
プレッサの前記排気端に接続される、請求項１に記載の外気空調システム。
【請求項３】
　前記室内ユニットはさらに、第１絞り機構と、第２絞り機構とを有し、前記第１絞り機
構は、前記第１室内熱交換器を通過する冷媒の圧力を絞って減圧し、前記第２絞り機構は
、前記第２室内熱交換器を通過する冷媒の圧力を絞って減圧する、請求項１に記載の外気
空調システム。
【請求項４】
　前記第１絞り機構は、電子膨張弁であり、前記第２絞り機構は、電子膨張弁である、請
求項３に記載の外気空調システム。
【請求項５】
　前記第１室内熱交換器および前記第２室内熱交換器のうちの１つがオフになると、第１
液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレータが同時に、前記第１室内熱交換器と前
記第２室内熱交換器のうちのオンになった１つと連通するように第３電磁弁を開く工程を
有する、請求項１～４のいずれか１項に記載の外気空調システムの制御方法。
【請求項６】
　さらに、前記第１室内熱交換器がオンに設定され、前記第２室内熱交換器がオフに設定
されると、第２電磁弁を閉じて、第１電磁弁を開く工程を有する、請求項５に記載の制御
方法。
【請求項７】
　室外ユニットは、室外熱交換器と、第１四方弁とを有し、前記外気空調システムが冷房
モードにあるときには、コンプレッサによって駆動された冷媒は、前記コンプレッサの排
気端を経由して前記第１四方弁の第４ポートＤに入り、前記第１四方弁の第３ポートＣを
経由して前記室外熱交換器に入り、放熱してから冷却のために前記第１室内熱交換器に入
り、その後、前記第１四方弁の第１ポートＥおよび第２ポートＳを経由して前記第１液体
アキュムレータおよび前記第２液体アキュムレータに入る、請求項６に記載の制御方法。
【請求項８】
　室外ユニットは、室外熱交換器と、第１四方弁とを有し、前記外気空調システムが暖房
モードにあるときには、コンプレッサによって駆動された冷媒は、前記コンプレッサの排
気端を経由して前記第１四方弁の第４ポートＤに入り、前記第１四方弁の第１ポートＥを
経由して前記第１室内熱交換器に入り、放熱してから吸熱のために前記室外熱交換器に入
り、その後、前記第１四方弁の第３ポートＣおよび第２ポートＳを経由して前記第１液体
アキュムレータおよび前記第２液体アキュムレータに入る、請求項６に記載の制御方法。
【請求項９】
　さらに、前記第１室内熱交換器がオフに設定され、前記第２室内熱交換器がオンに設定
されると、第１電磁弁を閉じて、第２電磁弁を開く工程を有する、請求項５に記載の制御
方法。
【請求項１０】
　室外ユニットは、室外熱交換器と、第２四方弁とを有し、前記外気空調システムが冷房
モードにあるときには、コンプレッサによって駆動された冷媒は、前記コンプレッサの排
気端を経由して前記第２四方弁の第４ポートＤに入り、前記第２四方弁の第３ポートＣを
経由して前記室外熱交換器に入り、放熱してから冷却のために前記第２室内熱交換器に入
り、その後、前記第２四方弁の第１ポートＥおよび第２ポートＳを経由して前記第１液体
アキュムレータおよび前記第２液体アキュムレータに入る、請求項９に記載の制御方法。
【請求項１１】
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　室外ユニットは、室外熱交換器と、第２四方弁とを有し、前記外気空調システムが暖房
モードにあるときには、コンプレッサによって駆動された冷媒は、前記コンプレッサの排
気端を経由して前記第２四方弁の第４ポートＤに入り、前記第２四方弁の第１ポートＥを
経由して前記第２室内熱交換器に入り、放熱してから吸熱のために前記室外熱交換器に入
り、その後、前記第２四方弁の第３ポートＣおよび第２ポートＳを経由して前記第１液体
アキュムレータおよび前記第２液体アキュムレータに入る、請求項９に記載の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調システムの分野に関し、特に、外気空調システムおよび制御方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　二重蒸発温度コンプレッサは、１台の室外ユニットを用いて２台の室内ユニットの動作
を駆動するシステム、外気空調システム等、様々な空調システムに適用されるため、シス
テムが部分負荷下にあるときに空調システムにおける蒸発器のうちの１つをオフにする必
要がある状況が発生し、これにより、システムおよびコンプレッサにとって以下のような
問題が生じる。
【０００３】
　１．蒸発器のうちの１つがオフになると、コンプレッサの対応する吸気管路をオフにす
る必要がある。二重蒸発温度コンプレッサの長期間の単気筒動作は、オフになった液体ア
キュムレータ内への冷凍機油の蓄積を引き起こし、コンプレッサの油戻りが不良となるこ
とがある。
【０００４】
　２．システムの油戻し動作によって、上記の点１で発生した状況を回避することができ
る。通常、システムは、２時間に１回程度の間隔で２つのシリンダを同時に動作させるこ
とによって、油戻し動作を行う必要がある。しかしながら、頻繁な油戻し動作は、室内の
快適性にある程度の影響を及ぼす。
【発明の概要】
【０００５】
　本発明の目的は、空調システムが部分負荷下にあるときに、コンプレッサの長期間の単
一シリンダ動作がコンプレッサの油戻り不良を引き起こし、また、システムによって実行
される頻繁な油戻り動作が室内の快適さにある程度影響を及ぼすという従来技術における
問題を解決するための外気空調システムおよび制御方法を提供することである。
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明は、室内ユニットと、室外ユニットとを有する外気
空調システムであって、室内ユニットは、第１室内熱交換器と、第２室内熱交換器とを含
み、室外ユニットは、コンプレッサと、吸気バイパス回路と、第１液体アキュムレータと
、第２液体アキュムレータとを含み、吸気バイパス回路は、第１電磁弁と、第２電磁弁と
、第３電磁弁とを含み、第１電磁弁の第１端は、第１室内熱交換器の第１端に接続され、
第１電磁弁の第２端は、第１液体アキュムレータを介してコンプレッサの第１吸気端に接
続され且つ第３電磁弁の第１端に接続され、第３電磁弁の第２端は、第２液体アキュムレ
ータを介してコンプレッサの第２吸気端に接続され且つ第２電磁弁の第１端に接続され、
第２電磁弁の第２端は、第２室内熱交換器の第１端に接続され、第１室内熱交換器または
第２室内熱交換器がオフになるとき、第１液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレ
ータが同時に、第１室内熱交換器および第２室内熱交換器のうちの開放された１つと連通
するように、第３電磁弁が開かれる、外気空調システムを提供する。
【０００７】
　任意的に、室外ユニットはさらに、室外熱交換器と、第１四方弁と、第２四方弁とを含
み、第１室内熱交換器の第１端は、第１四方弁の第１ポートＥに接続され、第１四方弁の
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第２ポートＳは、第１電磁弁の第１端に接続され、第１室内熱交換器の第２端は、室外熱
交換器の第１端に接続され、室外熱交換器の第２端は、第１四方弁の第３ポートＣおよび
第２四方弁の第３ポートＣに接続され、第１四方弁の第４ポートＤは、コンプレッサの排
気端に接続され、第２室内熱交換器の第１端は、第２四方弁の第１ポートＥに接続され、
第２四方弁の第２ポートＳは、第２電磁弁の第２端に接続され、第２室内熱交換器の第２
端は、室外熱交換器の第１端に接続され、第２四方弁の第４ポートＤは、コンプレッサの
排気端に接続される。
【０００８】
　任意的に、室内ユニットはさらに、第１絞り機構と、第２絞り機構とを有し、第１絞り
機構は、第１室内熱交換器を通過する冷媒の圧力を絞って減圧し、第２絞り機構は、第２
室内熱交換器を通過する冷媒の圧力を絞って減圧する。
【０００９】
　任意的に、第１絞り機構は、電子膨張弁であり、第２絞り機構は、電子膨張弁である。
【００１０】
　本発明はまた、第１室内熱交換器および第２室内熱交換器のうちの１つがオフになると
、第１液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレータが同時に、第１室内熱交換器と
第２室内熱交換器のうちの開放された１つと連通するように第３電磁弁を開く工程を含む
、外気空調システムの制御方法を提供する。
【００１１】
　任意的に、外気空調システムの制御方法はさらに、第１室内熱交換器がオンに設定され
、第２室内熱交換器がオフに設定されると、第２電磁弁を閉じて、第１電磁弁を開く工程
を含む。
【００１２】
　任意的に、外気空調システムの制御方法では、室外ユニットは、室外熱交換器と、第１
四方弁とを含み、外気空調システムが冷房モードにあるときには、コンプレッサによって
駆動された冷媒は、コンプレッサの排気端を経由して第１四方弁の第４ポートＤに入り、
第１四方弁の第３ポートＣを経由して室外熱交換器に入り、放熱してから冷却のために第
１室内熱交換器に入り、その後、第１四方弁の第１ポートＥおよび第２ポートＳを経由し
て第１液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレータに入る。
【００１３】
　任意的に、外気空調システムの制御方法では、室外ユニットは、室外熱交換器と、第１
四方弁とを含み、外気空調システムが暖房モードにあるときには、コンプレッサによって
駆動された冷媒は、コンプレッサの排気端を経由して第１四方弁の第４ポートＤに入り、
第１四方弁の第１ポートＥを経由して第１室内熱交換器に入り、放熱してから吸熱のため
に室外熱交換器に入り、その後、第１四方弁の第３ポートＣおよび第２ポートＳを経由し
て第１液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレータに入る。
【００１４】
　任意的に、外気空調システムの制御方法はさらに、第１室内熱交換器がオフに設定され
、第２室内熱交換器がオンに設定されると、第１電磁弁を閉じて、第２電磁弁を開く工程
を含む。
【００１５】
　任意的に、外気空調システムの制御方法では、室外ユニットは、室外熱交換器と、第２
四方弁とを含み、外気空調システムが冷房モードにあるときには、コンプレッサによって
駆動された冷媒は、コンプレッサの排気端を経由して第２四方弁の第４ポートＤに入り、
第２四方弁の第３ポートＣを経由して室外熱交換器に入り、放熱してから冷却のために第
２室内熱交換器に入り、その後、第２四方弁の第１ポートＥおよび第２ポートＳを経由し
て第１液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレータに入る。
【００１６】
　任意的に、外気空調システムの制御方法では、室外ユニットは、室外熱交換器と、第２
四方弁とを含み、外気空調システムが暖房モードにあるときには、コンプレッサによって
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駆動された冷媒は、コンプレッサの排気端を経由して第２四方弁の第４ポートＤに入り、
第２四方弁の第１ポートＥを経由して第２室内熱交換器に入り、放熱してから吸熱のため
に室外熱交換器に入り、その後、第２四方弁の第３ポートＣおよび第２ポートＳを経由し
て第１液体アキュムレータおよび第２液体アキュムレータに入る。
【００１７】
　本発明において提供される外気空調システムおよび制御方法において、外気空調システ
ムは、室内ユニットと、室外ユニットとを含み、室内ユニットは、第１室内熱交換器と、
第２室内熱交換器とを含み、室外ユニットは、コンプレッサと、吸気バイパス回路と、第
１液体アキュムレータと、第２液体アキュムレータとを含む。第１室内熱交換器または第
２室内熱交換器がオフになると、吸気バイパス回路により、第１液体アキュムレータおよ
び第２液体アキュムレータを、第１室内熱交換器および第２室内熱交換器のうちの開放さ
れた１つと同時に連通させることができ、それによって、コンプレッサの長期間の単気筒
動作によって引き起こされる油戻り不良の状況を回避し、コンプレッサの信頼性を確保し
、外気空調システムの性能および室内快適性を向上させ、より良好なユーザ体験をもたら
す。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の一実施形態による外気空調システムの概略構造図である。　　
１－室内ユニット、１１－第１室内熱交換器、１２－第１絞り機構、１３－第２室内熱交
換器、１４－第２絞り機構、２－室外ユニット、２１－コンプレッサ、２２－第１液体ア
キュムレータ、２３－第２液体アキュムレータ、２４－第１電磁弁、２５－第２電磁弁、
２６－第３電磁弁、２７－室外熱交換器、２８－第１四方弁、２９－第２四方弁。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、本発明の具体的な実施形態について、添付図面を参照しながら詳細に説明する。
本発明の利点および特徴は、明細書および添付のクレームからより明らかになるのであろ
う。なお、添付の図面は、非常に簡略化された形態で提供され、必ずしも一定の縮尺で提
示されているわけではなく、実施形態を説明する際の便宜および明確さを容易にすること
のみを意図している。
【００２０】
　図１は、この実施形態で提供される外気空調システムの概略構造図である。図１に示す
ように、外気空調システムは、室内ユニット１と、室外ユニット２とを含んでいる。室内
ユニット１は、第１室内熱交換器１１と、第２室内熱交換器１３とを含んでいる。室外ユ
ニット２は、コンプレッサ２１と、吸気バイパス回路とを含んでいる。第１室内熱交換器
１１または第２室内熱交換器１３がオフされると、吸気バイパス回路は、コンプレッサ２
１の２つの気筒（各気筒は、吸気管路及び吸気端に対応する）の同時動作を達成し、それ
によって、オフになった室内熱交換器のうちの１つと共にコンプレッサの対応する吸気管
路をオフする必要がある場合に、コンプレッサの長期間の単気筒動作による冷凍機油の蓄
積によって引き起こされるコンプレッサの油戻り不良の状況を回避する。したがって、コ
ンプレッサの信頼性が保証され、システム性能が向上し、室内の快適性が確保される。
【００２１】
　さらに、外気空調システムの制御方法が提供される。外気空調は、室内ユニット１と、
室外ユニット２とを含んでいる。室内ユニット１は、第１室内熱交換器１１と、第２室内
熱交換器１３とを含んでいる。室外ユニット２は、コンプレッサ２１と、吸気バイパス回
路とを含んでいる。方法は、第１室内熱交換器１１または第２室内熱交換器１３がオフに
なると、吸気バイパス回路によって、コンプレッサ２１の２つの気筒を同時に動作させる
ことを可能にすることを含んでいる。
【００２２】
　吸気バイパス回路は、順次接続されている第１電磁弁２４と、第３電磁弁２６と、第２
電磁弁２５とを含んでいる。第１電磁弁２４の第１端は、第１室内熱交換器１１の第１端
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に接続され、第１電磁弁の第２端は、コンプレッサ２１の吸気端Ａおよび第３電磁弁２６
の第１端に接続されている。第３電磁弁２６の第２端は、コンプレッサ２１の吸気端Ｂお
よび第２電磁弁２５の第１端に接続されている。第２電磁弁２５の第２端は、第２室内熱
交換器１３の第１端に接続されている。
【００２３】
　室外ユニット２はさらに、第１液体アキュムレータ２２と、第２液体アキュムレータ２
３とを含んでいる。コンプレッサ２１の吸気端Ａは、第１液体アキュムレータ２２を介し
て第１電磁弁２４の第２端および第３電磁弁２６の第１端に接続されている。コンプレッ
サ２１の吸気端Ｂは、第２液体アキュムレータ２３を介して第３電磁弁２６の第２端およ
び第２電磁弁２５の第１端に接続されている。
【００２４】
　第１室内熱交換器１１の第１端は、第１四方弁２８の第１ポートＥに接続され、第１四
方弁２８の第２ポートＳは、第１電磁弁２４の第１端に接続され、第１室内熱交換器１１
の第２端は、室外熱交換器２７の第１端に接続されている。室外熱交換器２７の第２端は
、第１四方弁２８の第３ポートＣおよび第２四方弁２９の第３ポートＣに接続され、第１
四方弁２８の第４ポートＤは、コンプレッサ２１の排気端Ｗに接続されている。第２室内
熱交換器１３の第１端は、第２四方弁２９の第１ポートＥに接続され、第２四方弁２９の
第２ポートＳは、第２電磁弁２５の第２端に接続されている。第２室内熱交換器１３の第
２端は、室外熱交換器２７の第１端に接続され、第２四方弁２９の第４ポートＤは、コン
プレッサ２１の排気端Ｗに接続されている。
【００２５】
　外気空調システムの室内熱交換器が１つだけオンになる（すなわち、外気空調システム
が部分負荷下にある）場合、コンプレッサの吸気バイパス回路の切り替えモードは、以下
の表に示される。
【００２６】

【００２７】
　第１室内熱交換器１１および第２室内熱交換器１３がそれぞれオンに設定される（すな
わち、外気空調システムが全負荷下にある）と、第１電磁弁２４および第２電磁弁２５は
、開状態となり、第３電磁弁２６は、閉じられる。
【００２８】
　この場合、室外ユニット２は、室外熱交換器２７と、第１四方弁２８と、第１四方弁２
９と、第１液体アキュムレータ２２と、第２液体アキュムレータ２３とを含み、室内ユニ
ット１は、第１絞り機構１２と、第２絞り機構１４とを含んでいる。
【００２９】
　外気空調システムが冷房モードにあるとき、低温低圧のガス状冷媒は、コンプレッサ２
１によって吸入されかつ加圧された後に、高温高圧のガス状冷媒に変換され、その後、コ
ンプレッサ２１の排気端Ｗを経由して第１四方弁２８の第４ポートＤおよび第２四方弁２
９の第４ポートＤに入り、第１四方弁２８の第３ポートＣおよび第２四方弁２９の第３ポ
ートＣを経由して室外熱交換器に入る。高温高圧のガス状冷媒は、室外熱交換器２７にお
いて（凝縮器の凝縮により）放熱して、中温高圧の液冷媒となる（室外循環空気により熱
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が奪われる）。中温高圧の液冷媒は、第１絞り機構１２および第２絞り機構１４を通過す
ることによって絞られかつ減圧されると、低温低圧の液冷媒となる。低温低圧の液冷媒は
、第１室内熱交換器１１および第２室内熱交換器１３のそれぞれに入った後に、（蒸発器
を介して）吸熱してかつ蒸発すると、低温低圧のガス状冷媒となる（室内空気は、熱交換
器の表面を通過すると冷却され、それによって、室内温度が低下する）。その後、第１室
内熱交換器１１内の低温低圧のガス状冷媒は、第１四方弁２８の第１ポートＥおよび第２
ポートＳを通って第１液体アキュムレータ２２に入り、第２室内熱交換器１３内の低温低
圧のガス状冷媒は、第２四方弁２９の第１ポートＥおよび第２ポートＳを通って第２液体
アキュムレータ２３に入る。最後に、低温低圧のガス状冷媒は、再びコンプレッサ２１に
吸入され、上記の処理が繰り返される。
【００３０】
　外気空調システムが暖房モードにあるとき、低温低圧のガス状冷媒は、コンプレッサに
よって吸入されかつ加圧された後に、高温高圧のガス状冷媒に変換され、コンプレッサ２
１の排気端Ｗを経由して第１四方弁２８の第４ポートＤおよび第２四方弁２９の第４ポー
トＤに入る。高温高圧のガス状冷媒は、第１四方弁２８の第１ポートＥおよび第２四方弁
２９の第４ポートＤを経由して第１室内熱交換器１１に入った後に、凝縮してかつ放熱す
ると、中温高圧の液冷媒となる（室内空気は、熱交換器の表面を通過すると加熱され、そ
れによって、室内温度が上昇する）。中温高圧の液冷媒は、第１絞り機構１２および第２
絞り機構１４を通過することによって絞られかつ減圧され、低温低圧の液冷媒となる。低
温低圧の液冷媒は、室外熱交換器２７に入った後に、吸熱してかつ蒸発すると、低温低圧
のガス状冷媒となる（室外空気は、熱交換器の表面を通過すると冷却され、それによって
、温度が低下する）。その後、第１室内熱交換器１１内の低温低圧のガス状冷媒は、第１
四方弁２８の第３ポートＣおよび第２ポートＳを通って第１液体アキュムレータ２２に入
り、第２室内熱交換器１３内の低温低圧のガス状冷媒は、第２四方弁２９の第３ポートＣ
および第２ポートＳを通って第２液体アキュムレータ２３に入る。最後に、低温低圧のガ
ス状冷媒は、再びコンプレッサ２１に吸入され、上記の処理が繰り返される。
【００３１】
　第１室内熱交換器１１がオンになり、第２室内熱交換器１３がオフになる（すなわち、
外気空調システムが部分負荷下にある）と、第２電磁弁２５が閉じられ、第１電磁弁２４
および第３電磁弁２６が開かれる。
【００３２】
　この場合、室外ユニット２は、室外熱交換器２７と、第１四方弁２８と、第１液体アキ
ュムレータ２２と、第２液体アキュムレータ２３とを含み、室内ユニット１は、第１絞り
機構１２を含んでいる。
【００３３】
　外気空調システムが冷房モードにあるとき、低温低圧のガス状冷媒は、コンプレッサ２
１によって吸入されかつ加圧された後に、高温高圧のガス状冷媒に変換され、コンプレッ
サ２１の排気端Ｗを経由して第１四方弁２８の第４のポートＤに入り、第１四方弁２８の
第３ポートＣを経由して室外熱交換器に入る。高温高圧のガス状冷媒は、室外熱交換器２
７において（凝縮器の凝縮により）放熱して、中温高圧の液冷媒となる（室外循環空気に
より熱が奪われる）。中温高圧の液冷媒は、第１絞り機構１２によって絞られかつ減圧さ
れると、低温低圧の液冷媒となる。低温低圧の液冷媒は、第１室内熱交換器１１に入った
後に、（蒸発器を介して）吸熱してかつ蒸発すると、低温低圧のガス状冷媒となる（室内
空気は、熱交換器の表面を通過すると冷却され、それによって、室内温度が低下する）。
その後、低温低圧のガス状冷媒は、第１四方弁２８の第１ポートＥおよび第２ポートＳを
通って、第１液体アキュムレータ２２および第２液体アキュムレータ２３に入る。低温低
圧のガス状冷媒は、再びコンプレッサ２１に吸入され、上記の処理が繰り返される。
【００３４】
　外気空調システムが暖房モードにあるとき、低温低圧のガス状冷媒は、コンプレッサ２
１によって吸入されかつ加圧された後に、高温高圧のガス状冷媒に変換され、コンプレッ
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サの排気端Ｗを経由して第１四方弁２８の第４ポートＤに入る。高温高圧のガス状冷媒は
、第１四方弁２８の第１ポートＥを経由して第１室内熱交換器１１に入った後に、凝縮し
てかつ放熱すると、中温高圧の液冷媒となる（室内空気は、熱交換器表面を通過すると加
熱され、それによって、室内温度が上昇する）。中温高圧の液冷媒は、第１絞り機構１２
によって絞られかつ減圧されて、低温低圧の液冷媒となる。低温低圧の液冷媒は、室外熱
交換器２７に入った後に、吸熱してかつ蒸発して、低温低圧のガス状冷媒となる（室外空
気は、熱交換器の表面を通過すると冷却される）。その後、低温低圧のガス状冷媒は、第
１四方弁２８の第３ポートＣおよび第２ポートＳを通って、第１液体アキュムレータ２２
および第２液体アキュムレータ２３に入る。最後に、低温低圧のガス状冷媒は、再びコン
プレッサ２１に吸入され、上記の処理が繰り返される。
【００３５】
　第１室内熱交換器１１がオフになり、第２室内熱交換器１３がオンになると、第１電磁
弁２４が閉じられ、第２電磁弁２５および第３電磁弁２６が開かれる。
【００３６】
　この場合、室外ユニット２は、室外熱交換器２７と、第２四方弁２９と、第１液体アキ
ュムレータ２２と、第２液体アキュムレータ２３とを含み、室内ユニット１は、第２絞り
機構１４を含んでいる。
【００３７】
　外気空調システムが冷房モードにあるとき、低温低圧のガス状冷媒は、コンプレッサ２
１によって吸入されかつ加圧された後に、高温高圧のガス状冷媒に変換され、コンプレッ
サ２１の排気端Ｗを経由して第２四方弁２９の第４ポートＤに入り、第２四方弁２９の第
３ポートＣを経由して室外熱交換器に入る。高温高圧のガス状冷媒は、室外熱交換器２７
において（凝縮器の凝縮により）放熱して、中温高圧の液冷媒となる（室外循環空気によ
り熱が奪われる）。中温高圧の液冷媒は、第２絞り機構１４によって絞られかつ減圧され
て、低温低圧の液冷媒となる。低温低圧の液冷媒は、第２室内熱交換器１３に入った後に
、吸熱してかつ（蒸発器を介して）蒸発すると、低温低圧のガス状冷媒となる（室内空気
は、熱交換器表面を通過すると冷却され、それによって、室内温度が低下する）。その後
、低温低圧のガス状冷媒は、第２四方弁２９の第１ポートＥおよび第２ポートＳを通って
第１液体アキュムレータ２２および第２液体アキュムレータ２３に入る。低温低圧のガス
状冷媒は、再びコンプレッサ２１に吸入され、上記の処理が繰り返される。
【００３８】
　外気空調システムが暖房モードにあるとき、低温低圧のガス状冷媒は、コンプレッサ２
１によって吸入されかつ加圧された後に、高温高圧のガス状冷媒に変換され、コンプレッ
サの排気端を経由して第２四方弁２９の第４ポートＤに入る。高温高圧のガス状冷媒は、
第２四方弁２９の第１ポートＥを経由して第２室内熱交換器１３に入った後に、凝縮され
かつ放熱すると、中温高圧の液冷媒となる（室内空気は、熱交換器の表面を通過すると加
熱され、それによって、室内温度が上昇する）。中温高圧の液冷媒は、第２絞り機構１４
によって絞られかつ減圧されて、低温低圧の液冷媒となる。低温低圧の液冷媒は、室外熱
交換器２７に入った後に、吸熱してかつ蒸発して、低温低圧のガス状冷媒となる（室外空
気は、熱交換器の表面を通過すると冷却される）。その後、低温低圧のガス状冷媒は、第
２四方弁２９の第３ポートＣおよび第２ポートＳを通って第１液体アキュムレータ２２お
よび第２液体アキュムレータ２３に入る。最後に、低温低圧のガス状冷媒は、再びコンプ
レッサ２１に吸入され、上記の処理が繰り返される。
【００３９】
　第１絞り機構１２は、第１室内熱交換器１１を通過する冷媒の圧力を絞って減圧し、第
２スロットル機構１４は、第２室内熱交換器１３を通過する冷媒の圧力を絞って減圧する
。
【００４０】
　好ましくは、第１スロットル機構１２は、電子膨張弁であり、第２絞り機構１４は、電
子膨張弁である。他の実施形態では、第１絞り機構１２および第２絞り機構１４は、毛細
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【００４１】
　第１四方弁２８および第２四方弁２９は、冷媒の流れ方向を変えるために用いられ、そ
れによって、冷却状態で動作する蒸発器は、凝縮器になる（すなわち、室内熱交換器は、
冷房モードでは蒸発器として機能し、暖房モードでは凝縮器として機能する）。冷媒は、
凝縮器内で放熱し、その熱は、送風機によって室内に送風されて供給される。
【００４２】
　要するに、本発明において提供される外気空調システムおよびその制御方法において、
外気空調システムは、室内ユニットと、室外ユニットとを含んでいる。室内ユニットは、
第１室内熱交換器と、第２室内熱交換器とを含んでいる。室外ユニットは、コンプレッサ
と、吸気バイパス回路とを含んでいる。外気空調システムが部分負荷で動作すると、すな
わち、第１室内熱交換器または第２室内熱交換器がオフになると、閉じられた室内熱交換
器に対応する絞り機構が閉じられる。コンプレッサの吸気側における吸気バイパス回路の
切り替え方式は、コンプレッサの２つの気筒を同時に動作することを可能にし、それによ
って、コンプレッサの長期間の単気筒動作によって引き起こされる油戻り不良の状況を回
避し、コンプレッサの信頼性を確保し、システム性能および室内快適性を改善し、より良
好なユーザ経験をもたらす。
【００４３】
　上記は、単に本発明の好ましい実施形態を説明したに過ぎず、本発明に制限を課すもの
ではない。本発明の技術的解決策の範囲から逸脱することなく、当業者によってなされた
、本発明において開示される技術的解決策および技術的内容の任意の同等の変更または修
正は、本発明の技術的内容に属し、本発明の保護範囲内に含まれる。
 

【図１】
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